
配線器具を正しく使って安全に！
□延長コードなどの配線器具が定格消費電力を超
えて使っていませんか？

□一つのコンセントで炊飯器やレンジなど消費電
力の大きい電気製品を同
時に使用していません
か？

□電源コードがねじ曲がっ
ていませんか？

□電源プラグはしっかり差
し込まれていますか？

●配線器具には使用可能な消費電力が定められてお
り、それを超えて使用すると火災の恐れがありま
す。

●延長コードの使用禁止の電気製品もあります。
●電源コードがねじ曲がっていると発熱や発火の原
因になります。

●電源プラグとコンセントの隙間にほこりが付着し
て発火する恐れがあります。定期的に掃除しま
しょう。

●受付時間　平日 午前９時～午後５時
●場 所　市役所本庁舎１階 市民二課内
問米子市消費生活相談室（☎ 35－6566）

既
存
住
宅
の
改
修
に
よ
る

固
定
資
産
税
減
額
制
度

住
宅
を
改
修
し
た
際
、
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ば
、
申
請
に
よ
り
固
定
資
産
税

を
減
額
し
ま
す
。

●
耐
震
改
修

▼
対
象　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か

ら
所
在
す
る
住
宅

▼
減
税
額　

改
修
し
た
家
屋
の
翌
年

度
分
の
税
額
の
２
分
の
１（
床
面
積

１
２
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
）

●
熱
損
失
防
止（
省
エ
ネ
）改
修

▼
対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
以
前
か

ら
所
在
す
る
住
宅

▼
減
税
額　

改
修
し
た
家
屋
の
翌
年
度

分
の
税
額
の
３
分
の
１
（
改
修
後
の
住

宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以

下
で
１
２
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
）

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

▼
対
象　

新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以

上
経
過
し
た
住
宅

▼
減
税
額　

改
修
し
た
家
屋
の
翌
年
度

分
の
税
額
の
３
分
の
１
（
改
修
後
の
住

宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以

下
で
１
０
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
）

※
い
ず
れ
も
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

に
行
っ
た
改
修
で
、
工
事
完
了
後
３
か

月
以
内
に
手
続
き
が
必
要
。

問
固
定
資
産
税
課（
☎
23
―
５
１
１
６
、

23
―
５
３
９
７
）

14

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

防
災
行
政
無
線
で
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
放
送
が
市
内
全
域
に
流
れ
ま
す
。

●
と
き　

11
月
12
日
㈬　

午
前
11
時

※
国
際
情
勢
に
よ
り
訓
練
が
延
期
ま
た

は
中
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
防
災
安
全
課（
☎
23
―
５
３
３
７
）

資
格
取
得
の
た
め
の
講
座
な
ど
の
受
講

に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

就
職
、
転
職
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
方

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
社
会
人

社
会
人
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援

補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
救
急
実
証
事
業
開
始

マ
イ
ナ
救
急
は
、
救
急
隊
が
持
つ
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
で
傷
病
者
の
マ
イ
ナ
保
険

証
を
読
み
込
み
、
傷
病
者
の
氏
名
、
生

年
月
日
、
住
所
だ
け
で
な
く
、
受
診
し

た
医
療
機
関
名
、
既
往
歴
、
薬
剤
情
報
、

特
定
健
診
情
報
な
ど
、
救
急
業
務
に
必

要
な
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
保
険
証
携
帯
に
ご
協
力
を

マ
イ
ナ
救
急
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

健
康
保
険
証
の
利
用
登
録
を
し
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）

を
携
帯
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
と
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
登
録
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
普

段
か
ら
の
携
帯
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

消
防
局
（
☎
35
―
１
９
５
７
）

※
15
歳
以
上
で
、
生
徒
ま
た
は
学
生
で

な
い
方
お
よ
び
公
務
員
の
う
ち
任
期
の

定
め
の
な
い
正
規
職
員
で
な
い
方

●
対
象
と
な
る
講
座

厚
生
労
働
大
臣
指
定
教
育
訓
練
講
座
等

（
例
：
建
築
士
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、

看
護
師
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
）

※
受
講
料
が
無
料
の
公
的
職
業
訓
練
は

対
象
外

●
対
象
と
な
る
経
費

講
座
の
入
学
料
、
受
講
料
、
教
材
費
等

●
補
助
金
額

講
座
の
受
講
に
係
る
経
費
の
５
分
の
１

（
上
限
５
万
円
ま
た
は
10
万
円
）

問
経
済
戦
略
課（
☎
23
―
５
２
１
６
）



国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

日
本
年
金
機
構
か
ら「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
対

象
の
方
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
控
除
証
明
書
は
電
子
版
も
交
付

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
は
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
利

用
で
き
る
電
子
版
の
交
付
も
で
き
ま

す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
へ
ロ
グ
イ
ン
し
、
電
子
送

付
希
望
の
登
録
を
す
る
と
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
「
お
知
ら
せ
」
で
電
子
版

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
登

録
す
る
と
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。）

●
控
除
証
明
書
の
発
送
時
期

①
令
和
７
年
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
の

間
に
保
険
料
を
納
付
し
た
方

令
和
７
年
10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬

※
電
子
版
は
10
月
中
旬
〜
下
旬

②
令
和
７
年
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
の

間
に
保
険
料
を
納
付
し
た
方（
①
の
方

を
除
く
）
令
和
８
年
２
月
上
旬

※
電
子
版
は
令
和
８
年
１
月
下
旬

※
過
去
の
年
度
分
や
追
納
の
保
険
料
も

令
和
７
年
中
に
納
め
ら
れ
た
も
の
は
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
家
族
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
保

険
料
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
年
金
相
談
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７

０
―
０
０
３
―
０
０
４
）

将
来
も
ら
え
る
年
金
の
額
は

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
確
認
を

◇
11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
年
金
記
録
や
将
来
の
年

金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
す
る

と
、
い
つ
で
も
年
金
記
録
を
確
認
で
き

る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
の

試
算
も
で
き
ま
す
。

◇
「
年
金
の
日
」
は
、

年
金
事
務
所
で
年
金
相

談
を
実
施
し
ま
す
。（
要
予
約
）

問
米
子
年
金
事
務
所（
☎
34
―
６
１
１

１（
案
内
２
↓
２
）

22
―
４
８
４
２
）

15

11
月
９
日
か
ら
15
日
は
、「
秋
の
全
国

火
災
予
防
運
動
」
期
間
で
す
。
秋
は
空

気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

●
住
宅
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

▼
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
・
さ
せ
な
い

住
宅
火
災
か
ら

い
の
ち
を
守
る
た
め
に

▼
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

▼
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を

離
れ
な
い

▼
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
を
抜
く

▼
安
全
装
置
の
付
い
た
暖
房
器
具
や
調

理
器
具
を
使
用
す
る

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る

▼
消
火
器
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確
認

▼
防
炎
製
品
を
使
用
す
る

●
消
防
団
招
集
サ
イ
レ
ン
に
ご
理
解
を

火
災
の
早
期
鎮
圧
の
た
め
、
消
防
団
招

集
の
必
要
が
あ
る
場
合
、
各
地
域
ご
と

に
防
災
行
政
無
線
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
防
災
安
全
課（
☎
23
―
５
３
３
８
）、

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防

局（
☎
35
―
１
９
５
４
）

二
十
歳
を
祝
う
会
の

案
内
状
を
送
付
し
ま
す

「
令
和
８
年
米
子
市
二
十
歳
を
祝
う
会
」

の
案
内
状
を
11
月
上
旬
ご
ろ
に
郵
送
し

ま
す
。
二
十
歳
を
祝
う
会
に
参
加
希
望

の
方
は
、
当
日
案
内
状
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●
送
付
対
象
者

平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
令
和
７

年
７
月
１
日
現
在
、
米
子
市
に
住
民
票

が
あ
る
方
）
※
11
月
中
旬
に
入
っ
て
も

案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
次
の
方
は
申
請
が
必
要
で
す

▼
令
和
７
年
７
月
２
日
以
降
に
米
子
市

に
転
入
し
た
方

▼
市
外
在
住
の
米
子
市
出
身
の
方

●
申
請
方
法

電
子
申
請

●
申
請
期
限

12
月
21
日
㈰

●
令
和
８
年
米
子
市
二
十
歳
を
祝
う
会

▼
と
き　

１
月
３
日
㈯　

午
後
２
時
〜

▼
と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー

問
生
涯
学
習
課（
☎
23
―
５
４
４
２
）

宝
く
じ
の
助
成
金
で整

備
し
ま
し
た

こ
の
た
び
、
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事

業
の
助
成
を
受
け
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
２
台
（
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
育
成
助

成
事
業
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

問
防
災
安
全
課（
☎
23
―
５
３
３
８
）



募
集

市
営
墓
地
管
理
料
納
入
通
知
書

発
送
用
封
筒
の
広
告
主

●
封
筒
の
種
類

令
和
８
年
度
の
市
営
墓
地
管
理
料
の
納

入
通
知
書
を
発
送
す
る
際
に
使
用
す
る

封
筒
（
縦
約
12
㌢
×
横
約
24
㌢
）

●
作
成
枚
数　

４
千
枚

●
広
告
枠　

封
筒
裏
面（
１
枠
縦
約
４
・

５
㌢
×
横
約
８
㌢
）

●
掲
載
料　

２
万
円
（
１
枠
）

●
募
集
期
間　

11
月
４
日
㈫
〜
28
日
㈮

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
建
設
企
画
課（
☎
23
―
５
５
２
９
、

23
―
５
３
９
６
）

米
子
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
へ
のご

意
見

米
子
市
上
下
水
道
局
で
は
、
水
道
事
業

に
つ
い
て
２
０
２
５
年
か
ら
の
10
年
間

の
計
画
や
事
業
の
方
向
性
を
示
し
た
米

子
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
（
案
）

を
作
成
し
ま
し
た
。
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の

内
容
に
つ
い
て
、
広
く
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
期
間

11
月
４
日
㈫
〜
12
月
３
日
㈬

●
計
画
案
閲
覧
場
所

▼
上
下
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
上
下
水
道
局
１
階 

お
客
さ
ま
セ
ン

タ
ー
窓
口

●
提
出
方
法　

意
見
用
紙
ま
た
は
任
意

の
様
式
に
ご
意
見
、
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
を
記
入
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
ま
た
は
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
窓
口

へ
提
出
。
電
話
や
口
頭
で
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

※
ご
意
見
に
関
し
て
個
別
に
回
答
し
ま

せ
ん
が
、
上
下
水
道
局
の
考
え
を
ま
と

め
、
後
日
公
表
し
ま
す
。

問
米
子
市
上
下
水
道
局
経
営
企
画
課

（
☎
32
―
９
９
１
５
、

23
―
３
５
３

０
）

16

第
５
次
米
子
市
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
へ
の
ご
意
見

米
子
市
で
は
、
第
５
次
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

11
月
４
日
㈫
〜
12
月
５
日
㈮

●
計
画
案
閲
覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ク
リ
ー
ン
推
進
課
、
市
役
所
総
合

案
内
、
淀
江
支
所
、
行
政
窓
口
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館

●
提
出
方
法　

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

を
明
記
の
う
え
、
ク
リ
ー
ン
推
進
課
の

窓
口
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
、
と
っ
と
り
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

で
提
出
（
様
式
不
問
）

※
電
話
や
口
頭
で
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

※
ご
意
見
に
関
し
て
個
別
に
回
答
し
ま

せ
ん
が
、
米
子
市
の
考
え
を
ま
と
め
、

後
日
公
表
し
ま
す
。

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎
23
―
５
２
５

９
、

30
―
０
２
７
１
）

乳
幼
児
健
診
従
事
者

●
募
集
職
種　

①
看
護
師
・
保
健
師
・
助
産
師

乳
幼
児
健
診
で
の
診
察
介
助
・
計
測
・

問
診
・
保
健
指
導
な
ど

②
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士

各
種
相
談
業
務
、
栄
養
指
導
及
び
講
習

会
の
補
助

●
報
酬　

１
時
間
１
３
０
０
円

※
約
３
時
間
程
度
の
勤
務
で
す
。
乳
幼

児
健
診
は
毎
月
７
回
程
度
、
ふ
れ
あ
い

の
里
で
実
施
。
シ
フ
ト
制
。
勤
務
日
数

な
ど
は
、面
接
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
数　

①
３
人
程
度

②
１
〜
２
人
程
度

●
採
用
予
定
日　

随
時
相
談

●
募
集
期
間

募
集
人
数
に
達
し
た
時
点
で
終
了

●
申
込
方
法　

電
話
で
問
い
合
わ
せ

問
こ
ど
も
相
談
課（
☎
23
―
５
４
６
７
）

「
市
内
一
斉
清
掃
」
の
愛
称

◇
毎
年
、
米
子
市
環
境
を
よ
く
す
る
会

と
米
子
市
で
、
春
と
秋
の
２
回
実
施
し

て
い
る
「
市
内
一
斉
清
掃
」
の
愛
称
を

募
集
し
ま
す
。

◇
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
人
で

も
多
く
の
方
々
が
参
加
す
る
清
掃
活
動

に
な
る
こ
と
を
願
い
、
オ
ー
ル
米
子
で

の
取
り
組
み
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
愛
称

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
期
間　

11
月
１
日
㈯
〜
令
和
８

年
１
月
５
日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内

に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

●
応
募
方
法　
　

①
と
っ
と
り
電
子
申
請

シ
ス
テ
ム
で
応
募

②
必
要
事
項
（
氏
名
、
住
所
、
連
絡

先
、
応
募
す
る
名
称
、
理
由
（
作
品
に

込
め
た
思
い
）
を
記
入
の
う
え
、郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（clean@

city.yonago.lg.jp

）で
ク
リ
ー
ン
推

進
課
に
提
出

●
選
考
作
品　

最
優
秀
作
品
１
点
（
副

賞
：
商
品
券
３
万
円
分
）

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎
23
―
５
２
５

９
、

30
―
０
２
７
１
）



職
業
訓
練
の
受
講
生

●
訓
練
科　

①
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
基
礎
科　

②
基
礎
か
ら
学
べ
る
デ

ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
／
デ
ザ
イ
ン

／
サ
イ
ト
制
作
科（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
Ａ
）

●
定
員　

①
・
②
い
ず
れ
も
14
人

●
訓
練
期
間

①
12
月
16
日
㈫
〜
３
月
13
日
㈮

②
12
月
17
日
㈬
〜
６
月
16
日
㈫

●
訓
練
場
所　

①
米
子
情
報
処
理
セ
ン

タ
ー（
境
港
市
明
治
町
）
②W

onder 
labo

鳥
取
支
部（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）

●
申
込
期
限　

①
12
月
３
日
㈬　

正
午

②
11
月
25
日
㈫　

正
午

納
税
通
知
書
発
送
用
封
筒
の広

告
主

●
封
筒
の
種
類

令
和
８
年
度
の
市
税
（
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
市
県
民
税
）
の
納
税
通

知
書
を
発
送
す
る
際
に
使
用
す
る
封
筒

（
縦
約
12
㌢
×
横
約
23
・
４
㌢
）

●
作
成
枚
数　

12
万
８
千
枚

●
広
告
枠（
３
枠
）　

封
筒
裏
面（
１
枠

縦
約
６
・
５
㌢
×
横
約
６
㌢
）

●
掲
載
料　

９
万
８
０
０
０
円（
１
枠
）

●
募
集
期
間　

11
月
４
日
㈫
〜
28
日
㈮

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
市
民
税
課（
☎
23
―
５
１
１
１
、

23
―
５
３
９
７
）

17

新米子市発足 20周年記念
「NHKのど自慢」出場・観覧者募集
NHK鳥取放送局と米子市は、新米子市発足20周
年を記念して「NHKのど自慢」を実施します。
●と き　令和８年２月８日（日）
▶開演　午前11時50分
▶終演　午後１時20分（予定）
▶予選会　２月７日（土）開会：正午
※結果発表は午後５時30分ごろ予定

●ところ　米子市公会堂
●出場申込
▶申込方法　NHK鳥取放送局ホームページ
▶申込締切　12月４日（木）午後11時59分
▶対象者　中学生以上・原則アマチュアの方
※応募者の中から200組程度を上限に選出
し、前日の予選会に出場していただきます。
当選した方には１月13日（火）ごろに予選
会の案内を郵送します。

※中学生は予選会・本番ともに保護者の同伴
が必要です。応募後の曲目や出場者の変更
はできません。

●観覧申込
▶申込方法　NHK鳥取放送局ホームページ
▶申込締切　１月７日（水）午後11時59分
※入場整理券１枚で２人まで入場できます。
※保護者１人につき２歳以下のお子様１人ま
で膝上観覧が可能です。

※応募多数の場合は抽選の上、当選した方には
入場整理券を１月19日（月）ごろ郵送します。

●放送予定
２月８日（日）午後０時15分～１時

※くわしくはNHK鳥取放送局の
ホームページをご確認ください。

問文化振興課（☎ 23－5436）
NHK鳥取放送局（☎ 0857－29－9200）

第
72
回
鳥
取
県
勤
労
者
美
術
展

出
品
作
品

●
申
込
期
間

11
月
４
日
㈫
〜
12
月
23
日
㈫

●
対
象　

県
内
在
住
ま
た
は
県
内
に
お

勤
め
の
勤
労
者
、
退
職
者
、
そ
の
家
族

●
部
門　

写
真
・
洋
画
・
日
本
画
・
書
道

●
出
品
点
数　

１
部
門
に
つ
き
単（
組
）

１
点
（
未
発
表
作
品
に
限
る
）

※
出
品
無
料

●
第
72
回
鳥
取
県
勤
労
者
美
術
展

▼
会
期　

１
月
18
日
㈰
〜
25
日
㈰

▼
会
場　

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

問
（
一
財
）鳥
取
県
労
働
者
福
祉
協
議

会 （
☎
０
８
５
７
―
27
―
４
１
８
８
）

●
応
募
資
格　

求
職
中
の
方

●
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子（
☎
33
―
３
９

１
１
、

38
―
３
９
５
９
）

●
12
月
入
所
生　

▼
訓
練
科　

①
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ

ル
講
習
付
）
定
員
15
人　

②
電
気
設
備

施
工
科
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
）

定
員
10
人　

③
産
業
技
術
科　

定
員
12

人　

④
ビ
ル
管
理
技
術
科　

定
員
12
人

▼
訓
練
期
間

①
・
②
12
月
２
日
㈫
〜
６
月
29
日
㈪

③
・
④
12
月
２
日
㈫
〜
５
月
29
日
㈮

▼
募
集
期
限　

11
月
10
日
㈪

●
1
月
入
所
生　

▼
訓
練
科　

①
Ｃ
Ａ

Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
技
術
科
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ル
講
習
付
）
定
員
15
人　

②
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
技
術
科　

定
員
15
人　

③
電

気
設
備
施
工
科 

定
員
10
人

▼
訓
練
期
間

①
１
月
６
日
㈫
〜
７
月
28
日
㈫

②
・
③
１
月
６
日
㈫
〜
６
月
29
日
㈪

▼
募
集
期
間

11
月
４
日
㈫
〜
12
月
８
日
㈪

●
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

●
申
込
先　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
（
☎
27

―
５
１
１
５
、

27
―
０
９
８
０
）　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

入
所
生
（
求
職
者
対
象
）



認
知
症
の
人
と
暮
ら
す

家
族
の
つ
ど
い

認
知
症
に
関
す
る
こ
と
や
、
介
護
の
悩

み
を
話
す
場
で
す
。

●
と
き　

11
月
11
日
㈫
、
12
月
９
日
㈫

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

●
と
こ
ろ　

米
子
市
立
図
書
館

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

問
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 

鳥
取
県

支
部（
☎
37
―
６
６
１
１
、

30
―
２

９
８
０
）

18

催
し

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
半
日
コ
ー
ス
）

●
と
き　

12
月
14
日
㈰　

午
前
８
時
20

分　

米
子
市
役
所
集
合

●
行
き
先　

日
野
橋
方
面
（
約
６
㌖
）

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
23
―
５
４
２

６
、

23
―
５
４
１
４
）

有

料

広

告

膠こ
う

原
病
患
者
友
の
会

秋
の
交
流
会

膠こ
う

原
病
患
者
と
家
族
が
集
う
会
で
す
。

●
と
き　

11
月
23
日
㈰
・
㈷　

午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

東
京
２
０
２
５

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

米
子
出
身
の
小
林
優
太
選
手
が
デ
フ
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

●
開
催
期
間　

11
月
15
日
㈯
〜
26
日
㈬

※
競
技
日
程
や
観
戦
案
内
は
大
会
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
23
―
５
４
２

６
、

23
―
５
４
１
４
）

第
34
回
米
子
市
公
民
館

ふ
れ
あ
い
発
表
会

◇
市
内
に
は
29
の
公
民
館
が
あ
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
同
好
会
や
サ
ー
ク
ル

活
動
の
成
果
発
表
の

場
、
各
公
民
館
の
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
く
場

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　

12
月
６
日
㈯

▼
舞
台
発
表
の
部
　
午
後
１
時
〜
４
時

▼
作
品
発
表
の
部
　
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
30
分

●
と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
。
駐
車
場
は
、
米
子
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
向
か
い
の
立
体

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
駐
車
券

の
無
料
処
理
を
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課（
☎
23
―
５
４
４
２
、

23
―
５
５
６
８
）

第
20
回 

米
子
市
公
会
堂

ナ
イ
ト
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ド

▼
青
春
時
代
〜
木
綿
の
ハ
ン
カ
チ
ー
フ

（
１
９
８
０
年
代
）
／
太
田
裕
美
ほ
か

▼
Ｙ
Ｅ
Ｓ
―
Ｙ
Ｅ
Ｓ
―
Ｙ
Ｅ
Ｓ
（
１
９

ビ
ッ
グ
シ
ッ
プ
航
海
デ
ー

〜
Ｓ
Ｕ
Ｎ
‐
Ｉ
Ｎ
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
５
〜

雑
貨
や
癒
し
体
験
・
グ
ル
メ
が
大
集

合
！
10
周
年
企
画
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も

お
楽
し
み
に
！

●
と
き　

11
月
30
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
最
終
入
場
：
午
後
３
時
30
分
）

●
と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー　

※
入
場
無
料

問
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
☎
35
―
８
１
１
１
）

８
３
年
）
／
オ
フ
コ
ー
ス

●
と
き　

11
月
27
日
㈭　

午
後
６
時
30

分
開
演
（
午
後
６
時
開
場
）

●
と
こ
ろ　

米
子
市
公
会
堂
大
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要　

問
文
化
振
興
課
（
☎
23
―
５
４
３
６
）

●
と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー　

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

問
全
国
膠
原
病
友
の
会 

鳥
取
県
支
部 

三
嶋
（
☎
27
―
０
２
０
３
）



有

料

広

告

講
座
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
心
構
え
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
紹
介
・
体
験
（
点
字
・
音
訳
・

活
動
支
援
）

●
と
き　

12
月
５
日
㈮　

午
前
10
時
〜

正
午

●
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里

●
対
象  

市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
方

●
参
加
料　

無
料
（
定
員
25
人
）

●
申
込
方
法　

電
話

問
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
―
５
４
５
５
）

拉致問題の早期解決を願う
国民のつどい in 米子

拉致問題を許さないという市民の皆さんの
声が何よりも強い力となり、拉致問題の早
期解決につながります。
すべての拉致被害者の一刻も早い帰国が実
現することを願い、市民の皆さんにも拉致
問題に対する認識をさらに深めていただく
ことによって、米子の地から拉致問題の解
決に向けての機運を高めるために、次の催
しを開催します。
●と き
11月24日（月・振休）午後２時～４時
（開場：午後１時30分）
●ところ
米子コンベンションセンター 国際会議室

●入場料　無料（事前申込必要）
●講 演
「拉致問題最新情勢‐全拉致被害者の即時
一括帰国を目指して‐」
講師：西岡 力さん（北朝鮮に拉致された
日本人を救出するための全国協議会会長）

●拉致被害者等ご家族メッセージ
松本 孟さん（米子市で昭和52年10月に
拉致された松本京子さんの兄）ほか

●中学生のメッセージ
学校法人翔英学園 米子北斗中学校３年生

●申込方法
鳥取県人権・同和対策課へ E メール
（jinken@pref.tottori.lg.jp）または FAX
（0857－26－8138）で申し込み
問人権政策課
（☎23－5416 37－3184）

19

第
19
回米

子
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

４
枚
の
赤
い
羽
根
が
付
い
た
ボ
ー
ル
を

素
手
で
打
ち
合
う
室
内
競
技
で
す
。

●
と
き　

12
月
14
日
㈰　

午
前
９
時
受

付
開
始

●
と
こ
ろ　

ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子
東

山
体
育
館

●
対
象　

中
学
生
以
上

●
参
加
料　

１
０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム

あ
た
り
／
当
日
納
付
）

●
申
込
方
法　

申
込
用
紙
を
提
出

※
公
民
館
で
配
布
す
る
大
会
要
項
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
23
―
５
４
２

６
、

23
―
５
４
１
４
）

「
行
き
渋
り
の
あ
る
こ
ど
も
の

心
に
寄
り
添
う
」
講
演
会

●
と
き　

12
月
５
日
㈮　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
（
開
場
：
午
後
１
時
）　

●
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

４
階
中

会
議
室
１
・
２

●
対
象　

子
育
て
中
の
方
、
こ
ど
も
に

関
わ
ら
れ
て
い
る
方
（
支
援
者
の
方
）

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
方
法　

Ｗ
ｅ
ｂ

（
期
限
：
12
月
１
日
㈪　

午
後
５
時
）

※
無
料
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る

場
合
は
要
電
話
申
込
（
先
着
10
人
、
対

象
は
０
〜
３
歳
の
未
就
園
児
）

問
こ
ど
も
相
談
課（
☎
23
―
５
４
６
９
）
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有

料

広

告

遺
言
講
演
会
・

相
続
登
記
手
続
説
明
会

●
内
容　

講
演
会
「
公
正
証
書
遺
言
に

つ
い
て
」、
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制

度
説
明
会
、
相
続
登
記
手
続
説
明
会

●
と
き　

11
月
19
日
㈬　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

●
と
こ
ろ　

鳥
取
地
方
法
務
局
米
子
支

局
（
旗
ヶ
崎
二
丁
目
10
番
12
号
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

11
月
４
日
㈫
か
ら
予
約

受
付
開
始
（
電
話
）

※
先
着
順

問
鳥
取
地
方
法
務
局
総
務
課（
☎
０
８

５
７
―
22
―
２
１
９
１
）

ひ
き
こ
も
り
を
考
え
るフ

ォ
ー
ラ
ム

〜
ひ
き
こ
も
り
と
歳
を
重
ね
る
こ
と
に

つ
い
て
考
え
る
〜

●
と
き　

11
月
29
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分

●
と
こ
ろ　

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
（
倉
吉

市
駄
経
寺
町
１
８
７
―
１
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法  

Ｗ
ｅ
ｂ
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

（info@
tottori-hikikom

ori.com

）

●
申
込
期
限　

11
月
26
日
㈬

問
と
っ
と
り
ひ
き
こ
も
り
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
５
７
―
20
―
０
２

２
２
）

公
立
鳥
取
環
境
大
学
公
開
講
座

「
野
生
動
物
の
社
会
を
知
ろ
う
」

〜
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
子
育
て
に
地
域
差
は

あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
〜

●
と
き　

11
月
29
日
㈯　

午
前
10
時
30

分
〜
正
午

●
と
こ
ろ　

国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ

会
議
室
Ｂ

●
講
師　

環
境
学
部

講
師　

谷
口 

晴
香 

さ
ん

※
参
加
無
料
、
手
話
通
訳
あ
り

●
申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｗ
ｅ
ｂ

問
公
立
鳥
取
環
境
大
学
研
究
交
流
推

進
課（
☎
０
８
５
７
―
38
―
６
７
０
４
、

０
８
５
７
―
32
―
９
０
５
３
）

第51回米子市人権・同和教育
研究集会

●と き　11月11日（火）午前10時～
●ところ　米子コンベンションセンター 
●記念講演
「インターネット上の差別事象と対応策」
講師：金 尚均さん（龍谷大学法学部教授）
／午前10時20分～正午／多目的ホール

●分科会
①「ヒポクラテスは裁かない：命の価値
と医師の選択」講師：上田 敬博さん（鳥
取大学医学部附属病院高度救命救急セ
ンター センター長）／午後１時10分
～２時40分／多目的ホール

②「“あたりまえ”が排除するもの　マジョ
リティ特権から考える」講師：栗本 敦
子さん（Facilitator's LABO〈えふら
ぼ〉）／午後１時10分～３時10分／国
際会議室

③「性の多様性から『じぶん』について
考える～誰もが排除されない社会をめ
ざして　子どもたちとの出会いからみ
えてきたこと～」講師：田中 一歩さん、
近藤 孝子さん（にじいろ i-Ru）／午後
１時10分～３時／小ホール

●参加費　無料
●申込方法　
Web、電話、ＦＡＸ、Ｅメール
（jinkenseisaku@city.yonago.lg.jp）
※申込期限：11月６日（木）
※当日受付もあります

問人権政策課
（☎23－5416 37－3184）



一人で抱え込まないで。相談はお気軽に。

相談名　内容／予約／日時／場所／問い合わせ先

▶人権・こころ
人権擁護委員による人権相談
人権擁護委員がさまざまな人権問題の相談に応じます／
予約不要／10日（月）、12月10日（水）午後１時～４時／
ふれあいの里２階人権政策課／問人権政策課（☎ 23－
5415 37－3184）※鳥取地方法務局米子支局でも相
談に応じます。（☎ 0570－003－110）
こころの相談会
要予約／５日（水）、12月３日（水）午後２時～４時／米
子市立図書館／問ライフサポートセンターとっとり（☎
0120－82－5858 0857－32－5454）

▶法律・くらし
法テラス無料法律相談会
離婚・借金・相続・成年後見など、法律問題全般／米子
市在住・在勤で資力が一定額以下の方が対象／要予約／
28日（金）午後２時～４時／市役所本庁舎４階402会議室
／問法テラス鳥取（☎ 050－3383－5495）
法律相談センター米子
法律に関する困りごと全般。１件30分5,000円※多重
債務（クレジット、消費者金融など）の相談は無料／要予
約／毎週火曜日午後１時30分～４時、毎週金曜日午前10
時30分～午後０時30分／米子しんまち天満屋４階／問鳥
取県弁護士会米子支部（☎ 23－5710）
多重債務・法律相談会
多重債務や借金に関する困りごと。１件30分無料／要予
約／ 20日（木）午後１時30分～３時／米子コンベンショ
ンセンター会議室／問鳥取県西部消費生活相談室（☎ 34
－2648、 34－2670）
高齢者なんでも無料電話相談
高齢者の方の相続、財産管理、介護など／月・木曜日午後
１時30分～４時／☎ 0120－65－3948 ／問高齢者支援
センターとっとり （☎ 0857－22－3912）
消費生活相談
商品やサービスの消費生活に関する苦情・問い合わせ、
悪質商法、架空請求、通信販売、借金など／平日午前９
時～午後５時／市役所本庁舎１階市民二課内／問市民二
課消費生活相談室 （☎ 35－6566）
司法書士による「無料法律相談会」
相続、不動産登記、会社・法人登記、成年後見、多重債
務など／前日までに要予約／ 26日（水）午後２時～４時
／米子コンベンションセンター　第２会議室／問鳥取県
司法書士会（☎ 0857－24－7024）
行政書士無料相談会
予約不要／８日（土）午前10時～午後２時／米子市立図書
館／問鳥取県行政書士会事務局（☎ 0857－24－2744）
境界問題合同無料相談会
法務局職員と土地家屋調査士（境界問題相談センター）
が土地の境界についてのさまざまなご相談にお応えしま
す／要予約（28日締切り）／ 12月３日（水）午後１時～
４時／鳥取地方法務局米子支局 3階会議室／問鳥取県土
地家屋調査士会 （☎ 0857－22－7038）
空き家無料相談会
空き家に関するお悩みについて不動産のプロに相談でき
ます／要予約（じゅうmado米子ホームページまたは電
話）／８日（土）午前10時～午後４時／じゅうmado米
子（米子市両三柳 2360-8）／問じゅうmado 米子 （☎
38－8010）
農地相談会（対象地区：彦名・夜見）
予約不要／ 21日（金）午後２時～３時30分／彦名公民館
（２階 集会室）／問農業委員会事務局 （☎ 23－5277）

▶行政
行政相談
予約不要／７日（金）、26日（水）、12月５日（金）午後１
時～４時（26日は午前９時～正午）／市役所本庁舎４階
402会議室／問市民二課（☎ 23－5376）

▶ビジネス・労働・就業
起業・経営なんでも相談会
中小企業診断士・日本政策金融公庫による相談会／要予
約／９日（日）午後 1時～ 5時／米子市立図書館／問米子
市立図書館（☎ 22－2612）
よなご若者サポートステーション就労相談，シゴトとコ
コロの相談
15～49歳の就労・社会参加の相談（在学生・在職者は除く）
／予約優先／７日（金）午後３時～５時／米子市立図書館
／問よなご若者サポートステーション（☎ 21－5678）
知財・ビジネス共同相談会
特許・商標・実用新案、経営・ビジネスなど／要予約／
21日（金）午後１時～４時／米子市立図書館／問米子市立
図書館（☎ 22－2612）

オンラインによる税の無料相談会
中国税理士会米子支部では「オンラインによる税の
無料相談会」を開催します。
税金に関することなら、何でもご相談ください。
◆と き　令和８年１月15日（木）

午前10時～午後４時
◆参加料　無料
◆定 員　先着10人（１人30分程度）
◆申込方法　Web（12月25日締切り）
問中国税理士会米子支部（☎ 32－4795）
※受付時間：午後１時～４時

21


